
東日本大震災の記憶・教訓の伝承に関する基本方針（2021.4策定）

■基本理念

東日本大震災の経験や復旧・復興の過程、そこからの教訓を
現在（いま）、そして未来に伝え続ける。
一人ひとりがかけがえのない大切な命を守り、

災害時に「自らの命を守る行動」が実行できる社会をつくる。

■伝承に関する３つの柱

①震災の記憶・経験の蓄積と発信

②伝承や防災・減災に関する人材の育成と防災教育の推進

③多様な主体の連携による伝承の推進

伝承に関する3つの柱
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①震災の記憶・経験の蓄積と発信

②伝承や防災・減災に関する人材の育成と防災教育の推進

③多様な主体の連携による伝承の推進

震災伝承みやぎコンソーシアムの目標（事務局案）

・それぞれの活動について知りたい
・HPの相互リンクからできないか
・意識、想いを会員間で議論したい
・どこに何があるのか知られていない
・県内外に向けた強力な発信を
・無関心層の大人にも伝えるべき

・新しい伝承方法の工夫をもっと
・後継者・担い手を育成できていない
・若者世代の取組の受容※が必要
（※時間とおカネ、社会の理解の課題）
・地元の学校利用が少ない
・震災学習の誘致、教育セクターの参画

・課題解決へのアクションを起こしたい
・連携、継続、交流、支え合いが重要
・沢山の拠点がある利点を活かしたい
・企業には技術や資源（Web解析士資
格持つ人材やDX技術等）がある
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会員間の情報共有
と幅広い層に向け
た強力な情報発信
の仕組の構築

様々な手法・主体
による伝承活動が
実践できる環境づ
くりと防災・減災
推進の機運醸成

持続的な震災伝承に
向けた産学官民相互
が、それぞれの強み
を活かして連携する
取組の創造

（参考）現状の県の施策等

・伝承課＆伝承館HP・SNSで発信
・震災伝承広報支援補助金
・広報紙「Baton」の発行
・「みやぎ復興のたび」紙・web

・メーリングリストでの情報共有
・ショートムービーを活用したZ世
代向けへの発信

・共同研究×災害研(ボランティア
解説員、語り部講話)

・教育旅行の誘致
・企業向け防災研修での震災伝承
・災害ポスターコンクール
・WBFの県セッション

・共同研究×災害研(伝承館活性化)

・震災伝承連携推進事業補助金
・ＣＳＲ促進補助金

【
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】

コンソ取組のイメージ

〇発信すべき内容の議論

〇情報共有の仕組の議論

〇ターゲッティングと、

発信手法の議論

〇若者の視点を取り入れ

た伝承活動の実践

〇教育旅行／企業研修の

受入に向けた取組

〇産学官民が連携した

取組の創出

〇参画企業等の募集強化

（→各団体からの連携希

望先の参画斡旋など）
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震災伝承みやぎコンソーシアムの今年度の進め方のイメージ
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コンソーシアム活動に係る昨年度の振り返りと当面の目標（事務局案）の提示

 コンソーシアム全体会【本日】において、これまでの活動を振り返るとともに、会員の皆様から
いただいた様々なご意見を基に、コンソーシアムの今後の取組目標の提示と意見交換会の実施

 会員の方々に御利用いただける今年度の補助金メニュー等の紹介

-

６
月

コンソーシアム活動目標のフィードバックと会員相互の連携手法の検討

 コンソーシアム全体会【本日】でいただいた御意見を基に、目標案の再調整⇒フィードバック
 会員間の情報共有、情報発信方法の検討(プチ勉強会)の実施【目標①に向けた取組】※全体
 会員相互でのそれぞれの強みを生かした連携手法の検討【目標③に向けた取組】※モデル的
 コンソ目標を踏まえたアンケートの実施（第３回コンソへのニーズ確認を含む）

６-
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会員の皆様

令和６年３月１１日「みやぎ鎮魂の日」

県の各種施策

研修会等の実施（＠第３回コンソ全体会）

 様々な手法・主体による伝承活動が実践できる環境づくりと防災・減災推進の機運醸成【目標②
に向けた取組】を意識した内容の研修会の実施

 教育旅行、企業研修誘致に向けた情報交換等の実施
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【募集】
モデル事
業補助金

各種事業の報告会次年度に向けた意見交換会の実施（＠第４回コンソ全体会）

 会員の方々からの活動報告（補助事業活用団体等）
 次年度に向けた方向性の共有、意見交換

-

３
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【募集】
CSR促進
補助金

教育旅行セミナー
参加（7･8月）

ぼうさいこくたい
参加（９月）



（参考）R4年度コンソーシアムでの意見①

令和５年１月２０日
運営に係る意見交換会

お客さんを受け入れる窓

口：一元的な窓口がない

（ほしい）

後継者・担い手を育成で

きていない（したい）
• 「食べていくために」

地元の学校利用

が少ない

学校教育（小

中）のなかに十

分に取り込まれ

ていない

震災伝承：地道にひとつ

ずつやっていくしかない
• 受け手に，どう変わっ

てもらうか？（それが

「伝わる」というこ

と）

新しい伝承（発信方法）

の工夫（もっと）
• リニューアル

組織のなかでの

震災体験の継承

ができていない

県内での地域差

がある（どこか

に集中？）
伝える内容その

ものをかんがえ

なおす

どこに何がある

か分からない

直売所で行う語り部（ど

こでもできる，新たな案

内先），旅行会社との連

携・支援の可能性

語り部の育成：誰でも話

せる場の提供，まずは知

る場の提供（ツアー）
効果的な周遊の

仕方の提示
HPの相互リンク

企業からの技術

提供（VRな

ど）による伝承

方法のパワー

アップ

パネル（展示内容）の

相互共有
• これのコストバック

アップ

郵便局（など事

業所）との，伝

承・教育実践

「意識」「想い」をコン

ソーシアムメンバーで議

論する・統一する

担い手の「顔」

が見えるように

おすすめコー

スをつくる

お互いの差異・

特徴を知る
公式のウェブサイト

• 公式紙媒体

• 強力な県外発信

おなやみ相談など

気軽にコミュニ

ケーションができ

るITツールの導入

活動の現場をみながら，

その上で意見交換
• 知ることが連携につ

ながる

おなやみ相談など気

軽にコミュニケー

ションができるITツー

ルの導入

宮城が，コンソーシ

アムがどうあるべき

かを議論しつづける

震災伝承の内容

整理（体系化）

“きょうみたい

な”顔合わせ

包括的な利用者

動向の把握
• フィジカル

• サイバー

意見交換（そのテーマ）
• 連携・協力するための

仕組み（ひらかれた状

態で，共催で）

• 課題出し・煮詰め

• 地元の人が利用するに

はどうするか？

• 伝承者の育成方法

• 適切な受け入れ価格
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（参考）R4年度コンソーシアムでの意見②
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継続事業へのサポートも 観光との接続性
• 学び＋遊び

• プログラムの整理，

意味・意図のコー

ディネート（更

新）

• 実績の共有，ニー

ズのマッチング

CSR補助、
ダウンサ
イジング

を

若者の活動受容：時間とカ
ネと社会理解

• 教育セクターの参画

伝承している人の位置付け

（格上げ）
• 1当たりの予算額規模など

• 伝承が必要なこと，すごいこと，

必須なことであることの明示化

修学旅行客の継続的獲得
• 震災学習の誘致：県内，教育への組

み込み

連携・継続・交流
• 支えることも

悲しみを踏まえて，

の未来の防災教育

たくさんの拠点があ

るからこそのコン

ソーシアム

顔の見える関係性構築
• フリートーク，座談会．

そこから生まれるひら

めき

企業がもとめる研修とは？
• 企業の復興プロセスの勉

強

コンソーシアムで

の予算検討

震災伝承，とは何な

のか の議論

コンソーシアム取り

組み目標（内容・時

期）の明確化

令和５年３月２２日
全体会

課題解決につなげるため

のアクション
• プロジェクトの設置

• 立ち位置ごとのできる

ことの整理（語り部，

施設，自治体，企業）



（参考）R4年度コンソーシアムでの意見③
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•すべて実現したいアイディア

•まず，むこう3年のプランニング

•できると思う

•理由：9月キックオフからのキャッチボール

•宮城県オリジナル

• 30年，100年，1000年つづけるためにも

•これからもオール宮城で

ま
と
め


